住宅用义災警報器（ワイヤレス連動親器•連動子器)用登録方法 


♦ご使用の師こ、下記の手順ですベてのモ器を視おに登録するお要 
びあ D まず。 


登録方法 




電池の挿入 

本化を取付べースか S 取りはずして、視器とずべての 
子器に専用リチウム電池を入れる。 



リード線:赤 （+) 



電池 

コネクタ 


m 

登録モー I 


登録モードへの切替 


匹^の r モード切替ボタン J を1回}甲す（約 0.5 砂巧） 

ドになります。 



:•を ♦ r モード切督ボタン」を巧すたびに、 L ソ下のようにモードが切り督わります。 
■- 1- 動作モードー登録モード—消モモ^ドつ 


親器 


•登録モードに切り替えてか5手順04を巧わない状態で1分 L ソ上経つと、親器が動作 
モードに戻って登録できなくなります。その場合は、手順03か5やり直してください。 

心 ^ 





子器の登録 


モ器の r 登録送信ボタン J を r ピッ J 音が鳴るまで巧し 


続ける （4 砂な上）。 

複数台使用する場合は、手順04を繰り返してください。 
追加登録の場合は、追加する子器のみ登録してください。 

■击歸垂 


登録送信， 
ボタン 


先の細いもの一 
しザールペンなど尸 



モ器の登録が完 
了ずると、親器 
か 5 メッセージ 
び鳴ります。 


モお] 



诗；親器とモ器は巳 OcmL ソ上離して登録してくださし、。 



登録モードの終了 


FB の r モード切替ボタン J を2回}甲す。 


登録モードび終了し、動作モードに戻ります。 



:•注’；•この時点ですベてのテ器に電池を入れておくと、 LU 降の登録作業がスムーズに 
'••• 行えまず。 

•専用 IJ チウム電池のか装フィルムははがさないでください。 


お巧ベースをはずしたまま次の手順に進んでくださし、。 


王厘碳丫お」 


この商品は生産終了につを 
製造ずることびでをません 



8A9 818 00003 M0708-21109DH 



•• J : を•本操作を行わなくてち、1分上放置すると自動的に動作モードに戻ります。 

’一’ • 「モード切替ボタン」を1回押した際、タイミングによって r ポン、消去モードでず。」 
と鳴る場合がありますが、続けてもう1回押してください。 





簡単ガイド 


品番 SH 22417 - SH 22717 


m 

テスト後、妄 


動作確認 


規器と子おを並べて、の r 警報停止ボタン J を 
巧す（約1が PS )。 

、後、異南びなければ「ピッ、正常です。」と1分間嶋り続けます。いずれかの「警報 
停止ボタン」を巧すと、メッセージび止まります。 

ピッ、テスト中でず 

i 

ピッ、正常でず 




警報停止ボタン 


「ピッ、正ちでず。」 L ソかのメッセージび鳴った場合は、家電商品や 0 A 機器などノイズの原因 
となる機器か S 違ざけて再度確認してください。それでもおミ肖しない場合は、親器で登録を 
をミ肖モしたを、使用するモ器のみ再登録してください属面「登録をミ肖去ずるには J 参照）。 


m 


電波確認 


視器とモ器をそれぞれ設置ずる場巧の真下（巧）に置を、 
の r 電波確認ボタン J を}甲す。 


電波確認ボタン 



電液巧認中） 

1 親器か b r ピツ、テスト中です。」と 
数回鳴り、作動丹（ホ）び点滅します。 


C 電波び届かない場合） 


C 正常に受信できた場さ） 

親器とすべての子器から r ピツ、電波チエツ 
ク正常でず。」と鳴ります。 


ピッピッ、 
電波び受信 
でをません 
(または無音） 


X 


ピッ、 

電波チェック 
正常でず 


〇 




ピッ、 

電波チェック 
正常でず 



^***--^ T [) - 

1 


1-1 y»****^*^^ る Cj-vjr 

曲 


ピツ、 

電液チェック 
正常でず 

〇 


ヒツピツ、 

電波が届きません 


(ミモ；親器がすべての子器の中央になるよラ配置すると電波が届きやすくなります。 



m 


取り付け 


親器と子器を取り付ける。 

詳し <は、施工説明書の手順日し U 降を参照してください。 


♦登録したモ器び不要になつた場合は、規器で登録をミ消ましたを、使用 
するモおのみ再登錄してください（裏面 r 登録を消去ずるには J 参照）。 

定期的に親器とモ器間で電波巧認を行っているため、モ器の電池を巧くなどの処置をすると 
電波異常警報が発生します。 




























































































































































































































































































































電液異常警報メッセージが鳴るとまは 


登録を消去するには 


巧処方ミち 


親器 


警浦停止ボタンを}甲す。 

警報び停止します。下図にしたびって対処してください。 
原因び解消されないと、約1己時間後に再び電波異常警報 
メッセージび鳴ります。 


子器 


1 


1 



警報停止ボタン 
作動な(ホ）点滅 
(約8秒おさ） 



な前は使用していたび、現在、電池をはずし 
てほつていないモ器はありますか？ 


はい 


和 


親器で登録を全消去した後、使用する子器のみ再登録してください£ 

使用していないモ器の登録は消去する必要びあります。 


いいを 




巧障などでモ器を交換しましたか？ 


はし、 


畦 


親器で登録を全消去した後、使用する子器のみ再登録してください£ 

モ器を交換する前に登録を消去する必要びあります。 


いいを 




規器を巧用していなかつた日、 
視器び巧障していませんか？ 


はし、 




親器は必ず使用してください。親器び故障した場合はすみやかに交換し、 

使用する子器を再登録してください。 

親器を使用していないと、すべてのテ器から「ピッピッ、電波び受信できません。」と鳴ります。 


いいを 




阿 

家電商品や OA 機器の電波（ノイズ）の露 響 
をまけていますか？ 

はし、 

一 

睛 

使用環境を確認して影響している機器を移動させてください。 

周辺ノイズを受けて、電波び受信でさません。 


ぃぃぇよ 




% 

視器とモ器び離れすぎていませんか？ 

はし、 

一 

’晴 

親器と子器を近づけてください。 

電波到達距離は障書物のない場所での水平見通し距離で約1 00 m です。 


いいを 




親器で登録を全消去した後、使用するモ器のみ再登録してください< 


それでも解消されない場合 


使用していない子器びある場合や、故障などで親器や子器を交換する 
場合は、下記の手順で必ず登録を全消去してください。消去した後は、 
使用する子器を再登録してください。 


なお、子器を個別に消去することはできません。 


•‘ミを•登録を消去しないと、親器か!5「ピッピッ、電波が届きません。」と鳴ります。 

’•バ•登録し直さないと、子器から r ピッピッ、電波が受信できません。」と鳴ります。 
♦電池交換してち、登録内容は消えません。 

f \^ 消去モードへの切替 

U I 区^の r モード切替ボタン J を2回}甲す。 

消まモードに切り替わります。 




作動幻し赤）早く 

点滅 E 胃 

鸿 • 巧ード切曾ボタン」を1回押した際、タイミングによって「ポン、登録モードです。」 
と鳴る場合がありますが、続けてちラ1回押してください。 

•消去モードに切り替えてから10秒 iU 上経つと、動作モードに戻って消去できなくな 
ります。その場合は、手順01からやり直してください。 


02 


消去の実行 

の r 登録消去ボタン J を巧し続ける （4 秒な上） 



子器の再登録 

Uw ほ。するモ器のみ再登録する。 

表面の手順 OSL ソ降を行ってください。 


当社お客様ご相談窓口へお問い合わせください。 

























































































































